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標準正規分布

• -∞から＋∞のすべての数値データからなる．

• 相対度数が数値によって異なる．

• 平均値＝０，S.D＝１

• (+1) ~ (-1)のデータの相対度数が0.6826

• (+2) ~ (-2)のデータの相対度数が0.9544



正規分布の

性質

• 平均値＝μ，S.D＝σ

• 標準正規分布のすべての数に一定
数をかけ，一定数を加えると得ら
れる．

→ 一般正規分布

(一般正規分布) ＝ x ×σ + μ

• (‐2σ) ~ (+2σ)のデータの相対度数が
0.9544

• 自然や社会でもっともよくみられ
る分布である．



正規分布の

性質

平均値＝μ，S.D＝σとすると，

一般正規分布を標準正規分布に戻すには

(標準正規分布) ＝ （x - μ）÷σ

身長の分布やコインを複数枚投げたと
きに表がでた枚数の分布などが代表と
されます．
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正規分布を使った予言

• 統計的推定に正規分布は役に立つ．

• 予言的中確率を大きくしたい．

• 予言的中確率の区間は短いほうがよい．



正規分布を使った予言

• ヒストグラム通りにいくと「平均値の近
く」が当たりやすくなっている．

• 発生確率が５パーセントを下回るものは
予言が外れても仕方ないと考える．



正規分布を使った予言

平均値をμ, S.Dをσとすると「95パーセント予
言的中区間」は

（μ － 1.96σ）以上 （μ + 1.96σ）以下であ
る．

±２σのときの相対度数が0.9544なので，微調整をす
るために1.96σとなっているがこれでもぴったり95
パーセントになっているわけではない．



まとめ

正規分布は社会のなかだけでなく，自然のなかでもみ
られる分布であり，最もよく出てくる分布であるという
性質から予言に役に立つということが分かった．

予言は５パーセント外れるという「いい加減さ」を許
容することでかなり狭い区間の予言を可能にする・


